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グラフィックディスプレイモジュール 

AN-3287 

GP1225A02A

双葉蛍光管モジュール『GP1225A02A』は、双葉蛍光表示管を使用し

た画素数 245×102 のグラフィック表示用モジュールです。 
このモジュールは、蛍光表示管、ドライバ、コントロール回路、電源より

構成されており簡単なインタフェースを用いることによりシステムとの接

続、駆動が可能です。 



 

!   安全にお使いいただくために 

 

 

 

 安全に御使用頂く為に必ず本書をお読み下さい。また、本書はお読みになった後も大切に保管

して下さい。 

 

警告 ● モジュール動作中はプリント基板上に高電圧(100V)が印加されている部品があります。

感電およびショートによる破損の恐れがある為、製品の金属部分に直接人体が触れな

いようにして頂くとともに、製品の基板上の部分が他の金属部品と接触しない様にして

下さい。 

 

● モジュールの電源回路には、コンデンサが接続されております。 

電源を切った後、直ちに回路をショートするとIC等を破損する事があります。 

(放電には30秒程度の時間を要します。) また、感電の恐れがありますので、製品の金

属部分に直接人体が触れないようにして下さい。 

 

● モジュールには過電流保護素子が内蔵されており、何らかの不具合が発生した場合、

過電流保護素子が働き、事故を未然に防ぎます。 

 

● 外部の電源を入れたまま（又はモジュールの電源を入れたまま）電源ケーブルを抜き

差しすることは絶対に避けて下さい。感電の原因になります。 

 

● 蛍光表示管のガラスエッジ、プリント基板エッジ等でのけがを防ぐ為、モジュールの取り

扱いの際には手袋等を着用して下さい。 

 

● 分解、修理、改造は絶対にしないで下さい。 感電や火災の原因になります。 

 

● 廃棄する場合には、特別管理産業廃棄物として処理して下さい。 
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1.特長 

1.1. 本製品は、画素数245×102、ドットピッチ0.5mmの16階調表示可能な蛍光表示管モジュールです。 

 

1.2. モジュール上には専用ASIC、電源回路を実装しており、8bitパラレルインターフェイスで駆動することが

出来ます。 

 

1.3. 12V単一電源で駆動できます。 

  

2.一般仕様 

2-1. 外形寸法･重量 (付図-1参照) 

  表-1

項目 仕様 単位 

外形寸法 

横 1831 

縦  75.31 

  厚さ 28.1 MAX. 

mm 

重量 約290 g 

 

 2-2. 表示部仕様 

  表-2 

項目 仕様 単位 

画面サイズ（横×縦） 122.4  50.9 mm 

画 素 数 （横×縦） 245  102 Dot 

ドットサイズ（横×縦） 0.4  0.4 mm 

ドットピッチ（横×縦） 0.5  0.5 mm 

発光色 緑 (λp=505nm)  

輝度 1000 (Typ.) cd/m2 

     注) 表示は、フィルタの使用で青～橙さらに白色などの選択が可能です。 

 

 2-3. 環境条件 

    表-3 

項目 記号 最小 最大 Unit 

動作温度範囲 Topr -40 +70 C 

保存温度範囲 Tstg -40 +85 C 

動作湿度範囲 Hopr 20 85 % 

保存湿度範囲 Hstg 20 90 % 

振動 (10  55Hz)   4 G 

衝撃   40 G 

     注) 結露するような環境での保存並びに使用は避けて下さい。 

 

 2-4. 絶対最大定格 

    表-4 

項目 記号 最小 最大 Unit 

入力電圧 Vcc -0.3 14.4 V 

入力信号電圧 VIS -0.3 6.0 V 
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2-5. 推奨動作条件 

     表-5 

項目 記号 最小 標準 最大 Unit 

入力電圧 Vcc 10.8 12.0 13.2 V 

H-Level 入力電圧 VIH 4.5   V 

L-Level 入力電圧 VIL   0.7 V 

  

2-6. 標準動作条件における電気的、光学的特性 

      表-6

項目 記号 条件 最小 標準 最大 Unit 

入力電流 I cc  800 1000 mA 

消費電力 -  9.6 12 W 

輝度 L 

Vcc＝12.0Vdc 

全ドット点灯 
500 1000  cd/m2

H-Level 出力電圧 VOH IOH = -50μA 4.65  - V 

L-Level 出力電圧 VOL IOL = 50μA   0.5 V 

注) 出力端子はオープンドレイン相当となり、PWB上で10.0kΩにてプルアップされております。 

 

 

3.基本機能 

 以下にVFDモジュールの機能について説明します。 

 

 3-1. 用語説明 

 3-2. 機能表 

 3-3. メモリと画面構成の関係 

 3-4. メモリアドレスと表示位置の関係 

 3-5. データビットと階調の関係 

 3-6. コマンド表 

 3-7. コマンド説明 

 

 

3-1．用語説明 

・Display Window（以下 DW とする）１、２ ： VFD に表示される画面の枠。DW1、DW2 の 2 画面を持ちます。 

・Display Start Address（以下 DSA とする）１、２ ： 各 DW の左上端のアドレス。バイト単位で設定。 

 ・Display Start Bit（以下 DSB とする）１、２ ： DSA 内の画素単位で設定。 

 

 

3-2.機能表 

    表-7 

CS  WR  C/ D  BUSY モード 

L ↑ H L コマンド書き込み 

L ↑ L L 設定データ書き込み 

L H H L － 

－ － － H BUSY 
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3-3. メモリと画面構成の関係 

  下図に本モジュールの画面構成の関係を示します。 

  本モジュールではメモリエリア内の2箇所より表示することが出来ます。 

  下図に示すようにそれぞれをDW１、DW2とします。 

  下図のDSA1及びDSA2で示すアドレスの内容が表示画面左上に表示されます。 

  DSAはメモリアドレス内のどのアドレスにも指定可能です。 

 DW1とDW2はそれぞれを表示のON/OFF及び合成表示が可能です。 

 

 

DSA1(Display Start Address1) DSA2(Display Start Address2)

画面左上

DW1(Display Window1)

DW2(Display Window2)

VFD Display area

128画素

512画素

102画素

245画素  
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3-4. メモリアドレスと表示位置の関係 

 下図にメモリアドレスと表示位置の関係を示します。 DSA＝0000H、DSB=00H 

  

画素 bit 画素 1 2 3 : 245 246 : 510 511 512

D7 1-2 0 40 80 : 3D00 3D40 : 7F40 7F80 7FC0

D6 3-4 1 41 81 : 3D01 3D41 : 7F41 7F81 7FC1

D5 5-6 2 42 82 : 3D02 3D42 : 7F42 7F82 7FC2

D4 7-8 3 43 83 : 3D03 3D43 : 7F43 7F83 7FC3

D3 9-10 4 44 84 : 3D04 3D44 : 7F44 7F84 7FC4

D2 11-12 5 45 85 : 3D05 3D45 : 7F45 7F85 7FC5

D1 13-14 6 46 86 : 3D06 3D46 : 7F46 7F86 7FC6

D0 : : : : : : : : : : :

: : : : : : : : : : :

99-100 31 71 B1 : 3D31 3D71 : 7F71 7FB1 7FF1

101-102 32 72 B2 : 3D32 3D72 : 7F72 7FB2 7FF2

103-104 33 73 B3 : 3D33 3D73 : 7F73 7FB3 7FF3

: : : : : : : : : : :

: : : : : : : : : : :

115-116 39 79 B9 : 3D39 3D79 : 7F79 7FB9 7FF9

117-118 3A 7A BA : 3D3A 3D7A : 7F7A 7FBA 7FFA

119-120 3B 7B BB : 3D3B 3D7B : 7F7B 7FBB 7FFB

121-122 3C 7C BC : 3D3C 3D7C : 7F7C 7FBC 7FFC

123-124 3D 7D BD : 3D3D 3D7D : 7F7D 7FBD 7FFD

125-126 3E 7E BE : 3D3E 3D7E : 7F7E 7FBE 7FFE

127-128 3F 7F BF : 3D3F 3D7F : 7F7F 7FBF 7FFF

グリッド方向の画素数

1

2

  
  
  

  
  
ア

ノ
ー

ド
画

素
数

表示エリア

 
 

 

 3-5. データビットと階調の関係 

 表-8

D7、D3 D6、D2 D5、D1 D4、D0
階調レベル0 L L L L 0h 消灯
階調レベル1 L L L H 1h 暗
階調レベル2 L L H L 2h
階調レベル3 L L H H 3h
階調レベル4 L H L L 4h
階調レベル5 L H L H 5h
階調レベル6 L H H L 6h
階調レベル7 L H H H 7h
階調レベル8 H L L L 8h
階調レベル9 H L L H 9h
階調レベル10 H L H L Ah
階調レベル11 H L H H Bh
階調レベル12 H H L L Ch
階調レベル13 H H L H Dh
階調レベル14 H H H L Eh
階調レベル15 H H H H Fh 明

階調レベル
データ
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3-6. コマンド表 

 表-9に本モジュールが有しているコマンドを示します。これらのコマンドを実行することで モジュールに 

所望の表示ができます。 

 ホスト側よりモジュールに対してコマンドを書き込むことで、各コマンドに対応した機能を実行します。 

 また設定データの必要なコマンドはコマンド書き込み後そのコマンドの設定データを書き込みます。 

 

   表-9 

コマンド 

(C/ D ="H") 

設定データ 

(C/ D ="L") 
機能 初期設定

00H ─ DW1､DW2とも表示OFF ○ 

01H ─ DW1のみ表示ON  

02H ─ DW2のみ表示ON  

03H ─ 合成表示  

04H D0～D7 DW1 書き込みアドレスオートインクリメント 00H 

05H D0～D7 DW2 書き込みアドレスオートインクリメント 00H 

06H ─ RAMクリア （全RAMエリアに00h書き込み）  

08H D0～D7 DW1 表示データ書き込み  

0AH D0～D7 DSA1 下位8bit(00H～FFH) 00H 

0BH D0～D6 DSA1 上位7bit(00H～7FH) 00H 

0CH D0～D7 DSA2 下位8bit(00H～FFH) 00H 

0DH D0～D6 DSA2 上位7bit(00H～7FH) 00H 

0EH D0～D7 DW1 書き込みアドレス設定 下位8bit(00H～FFH) 00H 

0FH D0～D6 DW1 書き込みアドレス設定 上位7bit(00H～7FH) 00H 

10H D0～D7 DW2 書き込みアドレス設定 下位8bit(00H～FFH) 00H 

11H D0～D6 DW2 書き込みアドレス設定 上位7bit(00H～7FH) 00H 

13H D0～D7 輝度設定 （00H～FFH） （注2） FFH 

14H D0～D7 アノードデータ送信設定 (9BH) （注1） 00H 

18H D0～D7 DW2 表示データ書き込み  

1AH D0～D1 DSB1 2bit （00H, 01H）設定 00H 

1CH D0～D1 DSB2 2bit （00H, 01H）設定 00H 

1DH D0～D3 合成表示時DW1の透過設定 00H 

20H D0～D7 文字表示コマンド  

21H D0～D7 文字表示位置指定コマンド 
(x,y)= 

(00H,00H)

23H D0～D7 文字フォント指定コマンド 00H 

24H D0～D7 文字表示輝度指定コマンド 00H 

31H 14byte 階調設定 （00H～FFH） （注2）  

3FH D0～D7 階調設定 （00H～FFH） （注2） 01H 

    "─"は設定データ無し。 

    初期設定項の○印及び値は電源投入時に選択されている機能を示します。 

 

    注）1 電源起動後、表示開始前にコマンド14Hにデータ9BHを入力してください。 

    注）2 輝度設定、階調設定は同一INT内にて設定して下さい。 
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3-7．コマンド説明 

 

3-7-1. DW1、DW2 表示 ON/OFF コマンド （00H、01H、02H、03H） 

 DW1、DW2 の表示 ON、OFF、合成表示を行います。 

 デフォルトは DW1、DW2 共に表示 OFF（00H） 

  合成表示については、『3-7-9.画面合成の説明』をご参照願います。 

 

 

3-7-2. DW1、DW2 書き込みアドレスオートインクリメントコマンド （04H、05H） 

 書き込みアドレスのオートインクリメント（00H～40H）、ホールド（FFH）の設定を行います。 

 オートインクリメントは表示データ書き込みの後に自動でアドレスが+1 になります。 

 メモリの最後までインクリメントした後は書き込み開始アドレスに移動します。 

 設定可能範囲外のコマンドが設定された場合、このコマンドは無効とします。 

00H   ： 表示データ書き込み後、常に自動でアドレスが+1 になります。 

01H～40H ： 表示データを 01H 回～40H バイト書込み後、書き込み開始アドレスのグリッド 1 画素分 

右隣のアドレスに移動します。 

FFH   ： 表示データを書き込み後もインクリメントせず、アドレス固定となります。 

 

書き込み毎に下記のような順番でアドレスが移動します。 

 コマンド04H（05H）にて00Hを設定した場合
書き込み開始アドレスが00Hの場合 書き込み開始アドレスが3EHの場合

1 65 129 193 257 321 385 ‥ ‥ 3 67 131 195 259 323 387 ‥ ‥
2 66 130 194 258 322 386 ‥ ‥ 4 68 132 196 260 324 388 ‥ ‥
3 67 131 195 259 323 387 ‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥
‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥
‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥ 63 127 191 255 319 383 447 ‥ ‥
62 126 190 254 318 382 446 ‥ ‥ 64 128 192 256 320 384 448 ‥ ‥
63 127 191 255 319 383 447 ‥ ‥ 1 65 129 193 257 321 385 ‥ ‥
64 128 192 256 320 384 448 ‥ ‥ 2 66 130 194 258 322 386 ‥ ‥

コマンド04H（05H）にて05Hを設定した場合
書き込み開始アドレスが00Hの場合 書き込み開始アドレスが3EHの場合

1 6 11 16 21 26 31 ‥ ‥ 3 7 12 17 22 27 32 ‥ ‥
2 7 12 17 22 27 32 ‥ ‥ 4 8 13 18 23 28 33
3 8 13 18 23 28 33 ‥ ‥ 5 9 14 19 24 29 34
4 9 14 19 24 29 34 ‥ ‥
5 10 15 20 25 30 35 ‥ ‥ ‥ ‥

‥ ‥
1 6 10 15 20 25 30 ‥ ‥
2 7 11 16 21 26 31 ‥ ‥

 

3-7-3. RAM クリアコマンド（06H） 

 全 RAM エリアに 00H を書き込みます。RAM クリア後の書き込みアドレスは 0000H に設定します。 

RAM クリアコマンド書き込みからコマンド完了までの時間は 50mS 以内とします。 

 書き込みが完了するまではコマンドは受け付けません。 
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3-7-4. 表示データ書き込みコマンド （08H、18H） 

 表示データの書き込みを行うコマンド。 

 コマンドを書き込むときは、C/ D を H レベルにします。 

 表示データを書き込むときは、C/ D を L レベルにします。 

下図は、書き込みコマンド 08H に続けて表示データ 55H、AAH、01H を書き込む場合を示します。 

 

08H 55H AAH 01H 

C/D

CS

WR

DATA

ADDRESS n n n+1 n+2 

 

 

 

3-7-5. DSA、DSB 設定コマンド （0AH、0BH、0CH、0DH、1AH、1BH） 

 DSA1、DSA2、DSB1、DSB2 を設定します。 

 上位アドレスのみ、下位アドレスのみ、画素のみの設定でも有効とします。 

本設定は、設定後の INT 信号立ち下がりにて反映させます。 

DSB は、DSA にて設定したアドレス内の、表示をスタートさせる画素の指定を行います。 

下図は DSA1 を 023EH、DSB1 を 01H に設定する例。 

 

0AH 3EH 0BH 02H 

C/D

CS

WR

DATA 1AH 01H 

           DSB 対応表         表-10 

データ  

00H 1 画素目 

01H 2 画素目 

注）上記以外の設定は無効とします。 

 

 

3-7-6. 書き込みアドレス設定 （0EH、0FH、10H、11H） 

 データの書き込み対象アドレスを設定します。 

上位アドレスのみ、または、下位アドレスのみの設定でも有効とします。 
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3-7-7. 輝度設定コマンド （13H、31H、3FH） 

 画面の輝度を設定します。 

 本設定は、設定後の INT 信号立ち下がりにて反映させます。 

 コマンド 3FH、31H を設定後、コマンド 13H に続けて輝度データ 00H～FFH を書き込みます。 

 設定データと輝度レベルの関係を下表に示します。 

                               表-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 1：輝度データに 04H、0DH～FFH を設定した場合、いずれも輝度レベル 100％となります。 

 注 2：電源投入時は最大輝度に設定されます。但し、DW1、DW2 が OFF に設定される為、表示しません。 

 注 3：上表の輝度レベルは点灯時間の割合になります。（100％時にて輝度 MAX） 

 注 4：コマンド 31H は左の値から順に入力して下さい。 

 

下図は輝度設定での転送例。 

 

3FH **H 31H 14byte

C/D

CS

WR

DATA 13H **H 

  注 1：コマンド 3FH～コマンド 13H のデータまで同一 INT 内に設定して下さい。 

 

3-7-8. アノードデータ出力設定 （14H） 

 アノードデータの出力方法を設定します。 

 コマンド 14H に続けてデータを書き込みます。 

 電源起動後、表示開始前にデータ 9BH を入力してください。 

 入力されない場合、正しく表示されません。 

 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭

00H 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

01H 1 3A 31 28 22 1A 14 E A 6 2 0 0 0 0 25%

02H 1 9F 86 70 5B 48 38 2A 1E 14 C 6 2 0 0 50%

03H 2 82 6E 5B 4A 3B 2E 23 19 11 B 6 2 0 0 75%

04H、0DH～FFH 2 B3 98 7E 67 52 40 31 24 19 10 9 4 1 0 100%

07H 1 4E 41 37 2D 23 1B 14 E 9 4 1 0 0 0 30%

08H 1 76 64 54 44 36 29 1F 16 E 8 4 0 0 0 40%

09H 1 C6 A8 8C 72 5B 46 35 26 1A 10 8 3 0 0 60%

0AH 1 EE CB A8 89 6D 55 40 2F 20 14 B 4 0 0 70%

0BH 2 8B 76 62 50 40 32 26 1B 13 C 7 3 0 0 80%

0CH 2 9F 87 70 5B 49 39 2B 1F 16 E 8 3 0 0 90%

コマンド：31H
コマンド：13H コマンド：3FH 輝度レベル
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3-7-9. 画面合成の説明 

本 ASIC は、表示画面が DW1、DW2 の 2 つあり、これらを合成することができます。 

DW1 が優先され、DW1 のデータがコマンド 1DH にて指定した階調部に DW2 が合成されます。 

 

階調表示選択時の画面合成の例（1DH=00H 時） 

DW1 が優先され、DW1 の 00H の部分に DW2 が表示されます。 

 

 

 

 注）上図において、斜線部はデータ表示部（00H 以外）。それ以外は非表示部（00H）を示す。 

 

 

 

3-7-10. 合成表示時DW1の透過設定（1DH） 

画面合成時、DW1の表示データのどの階調レベル部にDW2のデータを合成するかを指定する。 

階調レベルについては、表-8をご参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DW1 DW2 

合成
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3-7-11 文字表示コマンド(20H) 

  漢字ロムを用いて、RAM上に文字を展開します。 

  なお、表示される位置・フォントは、以下のコマンドにより決定します。 

   ・ 文字表示位置指定コマンド(21H) 

    ・ 文字フォント指定コマンド(23H) 

   ・ 文字表示輝度指定コマンド(24H) 

 

   コマンドの後に、データとして文字列を指定します。 

   文字を書込むたびに文字表示位置が移動します。 

   下図に、画面上に『亜1ｱ』と表示する場合を示します。 

 

※文字は、連続して指定できますが、必ずBusyを確認してください。 

 

 

 

3-7-12 文字表示位置指定コマンド(21H) 

  漢字ロムの展開する画面RAMの位置を指定します。 

 位置の指定には、X, Yを指定することで行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20H 88H 9FH 31H

C/D  

CS 

WE  

DATA B1H 

Y ドット 

← 画面 RAM 領域 

テスト文字 

X ドット 

RAM アドレス 0000H → 

21H X 00H Y 
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3-7-13 文字フォント指定コマンド(23H) 

  表示する文字のフォントを指定します。 

  データとして、言語を指定します。 

                表-12 

言語 フォント（文字コード） フォントサイズ 

00H 日本語（シフトJIS） 16×16, 16×8 

01H 繁体字中国語（Big5） 16×16, 16×8 

02H 簡体字中国語(GB2312) 16×16, 16×8 

03H 韓国語(KSC5601) 16×16, 16×8 

   

11H CodePage1252 16×8 

   

20H ANK（Alphabet Numeric Kana） 5×8 

21H CodePage1252 5×8 

23H 韓国語(KSC5601) 5×8 

   ※フォントサイズが２種類ある言語は、文字によって自動でサイズが判別されます。 

 

 

 

3-7-14 文字表示輝度指定コマンド(24H) 

  展開する文字の階調の設定を行います。 

            表-13 

0FH 輝度 15/15

0EH 輝度 14/15

0DH 輝度 13/15

0CH 輝度 12/15

0BH 輝度 11/15

0AH 輝度 10/15

09H 輝度 9/15

08H 輝度 8/15

07H 輝度 7/15

06H 輝度 6/15

05H 輝度 5/15

04H 輝度 4/15

03H 輝度 3/15

02H 輝度 2/15

01H 輝度 1/15

階調値 

00H 輝度 0/15
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4. コネクタ接続 IMSA-9617S –26A-T(IRISO ELECTRONICS) or 同等品 

      表-14

端子番号 端子名称 端子番号 端子名称 

1 D0 2 D1 

3 D2 4 D3 

5 D4 6 D5 

7 D6 8 D7 

9 BUSY 10 INT 

11 WRB 12 NC 

13 CSB 14 C/DB 

15 RESETB 16 NC 

17 NC 18 GND 

19 GND 20 GND 

21 Vcc 22 Vcc 

23 Vcc 24 Vcc 

25 GND 26 GND 

          

端子機能説明 

  表-15 

端子名 I/O 機能 

D0～D7 I 8ビットの入力データバス 

WR  I 書き込み信号 

CS  I チップセレクト信号 

 

C/ D  

 

I 

コマンド/データ信号 

この信号がHのときコマンド書き込み。Lのときデータ書き込み。 

INT O フレーム開始信号。1フレーム毎に出力 

RESET  I リセット信号 

BUSY O 通信可否の信号 

Ｖcc － +12.0Vの電源端子 

GND － GND端子 



 

AN-3287[13/49] 

5. ASICの書き込み･読み出しタイミングチャート 

5-1. 書き込みタイミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2. INT信号及びスクロール表示について 

   DSA、DSB、輝度設定、画面表示の切り替えはINTの立下り毎に変更されます。DSA、DSBをINT信

号毎に変更することで自然なスクロール表示が可能となります。 (INT信号は表示フレームの開始を

示す信号です。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Min.10nS Min.40nS 

C/D 

CS 

WR 

DATA 

注) 書き込みサイクルタイムは 1μｓ以上とする。 

Min.40nS Min.70nS Min.10nS 

Min.70nS Min.10nS 

INT 

9.48ms.

71uS. 
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外形図 
付図-1 
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回路ブロック図 

付図-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ASIC→VFD 信号線 11 本 

    Anode 用 8 本 ： AD0～AD3, ACLK, LAT, ABLK, GCP 

    Grid 用 3 本  ： GDATA, GCLK, GBLK 

 

 

 

 

6. 環境対応 

 

本製品はRoHS適合品です。 

 

6-1. EU RoHS指令に対して 

含有禁止物質である６物質（カドミウム、六価クロム、鉛、水銀、ポリ臭化ビフェニル類 

（PBB類）、ポリ臭化ジフェニルエーテル類（PBDE類））がRoHS指令に規定される許容値以下、又は、適用除

外項目に相当します。 

EU RoHS指令の適用除外については、EU RoHS指令第４条に準ずるものが対象となります。 

 

6-2. 中国RoHSに対して 

規制物質である6物質（カドミウム、六価クロム、鉛、水銀、ポリ臭化ビフェニル類（PBB類）、ポリ臭化ジフェニル

エーテル類（PBDE類））の内「鉛及びその化合物」が含まれています。 

「鉛及びその化合物」以外の規制物質は中国RoHSに規定される閾値以下です。 

EHS含有情報の表示は以下を参照下さい。 

＜EHS含有情報の表示＞ 

・ 含有部位：蛍光表示管（VFD）及び、プリント基板（PWB）の半田 

・ 含有化学物質：鉛及びその化合物 

・ 環境保護使用期限年数：10年 

・ 含有理由：現代の技術では代替できる物質がないため 

 

ASIC 

（G/A） 

SRAM 

256Kbit

OSC

Vcc 

 

D0～D7 
WR 
CS 

C/D 
INT 

RESET 

BUSY 

 

GND 

DC/DC Converter 

VFD 

(245x102dot,16Gray scale) 

VH 

Ef+

Ef-

11

GND DC/DC Converter Vcc
VH 

Vf-
Vf+

To Logic 

FONT_ROM 
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 7. 使用上の注意事項 

 

7-1. モジュールに取り付けられている蛍光表示管はガラス製品ですので、規定値以上の振動や衝撃を 

加えると破損することがあります。 

規定値以上の振動や衝撃を加えないように十分注意して取り扱って下さい。 

 

7-2. 電源電圧が規定値より低すぎる場合、点灯すべきドットが点灯しない場合があります。 

また逆に高すぎる場合は点灯すべきでないドットが点灯する場合があります。 

このような現象が見られる場合には、電源電圧をチェックして規定の値にセットしてください。 

 

7-3. 電源電圧 Vcc の立ち上がりが遅いと正しい動作をしない場合があります。 

30msec 以内に規定電圧に立ち上がる電源が必要です。 

 

7-4. 内蔵電源は DC/DC コンバータを使用しており、電源投入時約 5 倍のサージ電流が流れる事が 

あります。 

 

7-5. ノイズの影響を受けやすい環境下での使用は極力避けて下さい。 

信号に影響を及ぼし、モジュールの正常動作を妨げる場合があります。 

また、インタフェースケーブルの長さも 30cm 以内に抑えてください。 

(ケーブルを長くする場合は、異常が発生しないことを十分ご確認ください。) 

 

7-6. 同一表示パタンで長時間点灯しますと若干の輝度ムラを発生することがあります。 

美しい表示品位を保つため、同一表示パタンを避けていただくことをお奨めします。 
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フォント一覧 

(a) 日本語（シフト JIS） 
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 (b) 繁体字中国語（Big5） 
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(C) 簡体字中国語(GB2312) 
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 (D) 韓国語(KSC5601) 

 
 



 

  AN-3287[43/49] 

 
 



 

  AN-3287[44/49] 

 
 

 



 

  AN-3287[45/49] 

 
 

 



 

  AN-3287[46/49] 

 
 

 



 

  AN-3287[47/49] 

 
 

 



 

  AN-3287[48/49] 

 
 

 



 

  AN-3287[49/49] 

(D) CodePage1252 

 

 
 


